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①全国学力学習状況調査や県
学習到達度調査の分析結果を
参考に課題を明確にし、各教科
担当を中心に単元の定着率の
向上を図る。
②少人数学習の長所を生かし、
主体的・対話的で深い学びの実
現を目指す。
③長期休業中の補習学習の定
着および工夫をおこなう。

①少人数化にともない、より体験
学習を活性化させる。
②小学校・地域・家庭と連携した
市民性の育成をはかる。
③地域の伝統的・文化的行事
（えび祭、鯛祭り）に積極的に参
加し、さらに地域との連携を深め
る。
④加太地区内の事業所に今後も
ご支援を頂き、職場体験をより充
実させたい。

①全員給食が実施されて２年が
経過し、定着してきている。より
一層、食育の充実に努めたい。
②運動部活動に加入していない
生徒の運動不足を改善するた
めに、昼休憩に今以上に、体を
動かす機会をつくりたい。

①学校行事がさらに充実できるよ
う、地域関係団体との連携を深め
るようにする。
②地域防災教育の充実をはか
る。
③小中連携（合同の学校行事、授
業参観、交流授業等）の充実をは
かる。
④出前授業をより充実させる。
⑤学校運営協議会を充実させ『コ
ミュニティー・スクール』として地域
と共にある学校をめざす。

その他の課題
①少子高齢化に伴う生徒数の激減に対応し、少人数指導の短所を克服し、長所を生かした指導の研究に努めたい。
②加太小学校・加太幼稚園・加太地区の方々との連携をより一層強めたい。
③加太地区に「国際交流センター」が開設され、本校への海外の生徒の訪問が多くなっていることから、積極的に交流を行いたい。

①放課後を中心とした補充学習
を充実させ、基礎学力の定着を
図ることができた。
②朝の読書タイムや昼休憩、放
課後の図書室利用を促進するた
め、常時開放を今年度も実施し
た。また、ローカを活用し「５０m
図書館」を設置した。
③多くの行事を実施したが、工
夫を行い授業時間を確保するこ
とに努めた。
④現職教育を充実させ、教職員
の幅広い研修を実施した。
⑤英語科では、小学校との連携
による系統だった授業の推進を
図れるよう努力した。

①今年度から、特別の教科「道
徳」が始まり、授業数の確保、指
導方法の充実に努めた。
②いじめアンケートを各学期に
実施し、いじめの未然防止・早期
発見・早期対応に努めることがで
きた。
③地域での職場体験学習(１、２
年生で実施)を２日間行い、望ま
しい職業観、勤労観を育てること
ができた。
④奉仕活動(加太海岸清掃活動
など)を地域の方々と協働して実
施するなかで、多くのことを学ぶ
ことができた。

①「早寝､早起き､朝ごはん」を保
健だより等で継続して指導でき
た。
②２年目となった完全給食がス
ムーズに実施できた。また、食
育の充実を図ることができた。
③幼稚園・小学校・中学校・地
域・関係機関と連携した総合的
な津波・地震防災訓練を今年度
も実施することができた。
④運動部活動（ソフトテニス部）
への加入率が６５％となり、目標
が達成できた。
⑤昼休憩の運動を推進するた
めに、サッカーボールやバレー
ボールの貸出や、卓球場を活用
した。

①地域が主催するイベントや清掃
活動等に積極的に参加し、帰属
意識を高めることができた。
②地域におけるボランティア活動
に積極的に参加できた。
③学校ホームページ等で、学校の
様子を積極的に発信した。(保護
者の８６％の方が伝わったと回答)
④１１月の学校開放月間の充実を
図った。
⑤地域と連携した防災訓練を実
施した。(約５０名の参加)
⑥地域の多くの方々に来校してい
ただけるような行事（人形浄瑠璃）
を実施することができた。
⑦小中連携会議を毎学期実施し
た。
⑧地域の活性化に繋がるよう、映
画・テレビドラマの撮影ロケ地とし
て学校を活用できた。

①目標を明確にすることにより、
一人一人が、自覚を持って取り
組むことができた。また生徒間で
の教え合い学習、学びの共同体
としての活動も定着している。
②さらに生徒が興味を持ち、主
体的で楽しくわかる授業の工夫
が必要である。
③基礎基本の定着が図れるよう
に、常に継続した取り組みが必
要である。
④全国学テでは、市の平均以下
ではあったが、県学テでは市・県
の平均を上回る成果であった。

①朝の「読書タイム」を１年間継
続し、豊かな感性と考える力を育
むことができた。
②朝のあいさつ運動では地域の
方々と気軽に挨拶を交わすこと
が出来ている。また、日常も挨拶
の習慣が身についている。
③職場体験活動をとおして、職
業というものを真剣に考える機
会が得られ、貴重な経験となって
いる。

①給食についての課題として
は、昼食場所が本校ではなく、
隣接している加太小学校へ教
員・生徒全員が移動するため時
間がかかっている。昼休憩の時
間が限られていることから、配膳
等にあてる十分な時間がとれ
ず、事前に教員が準備している
状況である。
②体力運動能力テストに関して
は、生徒の個人差はあるが、全
体的には平均的である。ただ、
運動部活動に入っていない生徒
の運動不足が課題である。

①朝のあいさつ運動が定着でき
た。
②地域へのボランティア活動に積
極的に参加が出来ている。
③観光協会・漁協・東京大学地域
ラボなどの地域方々が積極的に
学校行事に関わっていただけるの
で、学校行事や体験学習が充実
している。
④地域活動にも積極的に参加で
きた。

①県学習到達度調査で基本問
題の正答数が市平均を上回る。
②授業を工夫し、個に応じた指
導を行っている。（生徒・教員
90%以上）

①学校が楽しいと感じる。
　（生徒１００％）
②　「希望へのかけはし」の活用
100%
③いじめの解消率100%

①朝ごはんを食べた（生徒100％）
②運動部活動加入率（６０％以上)

①学校の様子がよく伝わった（保
護者90％）
②合同避難訓練への地域の方々
の参加者（１００名以上）

①基本的生活習慣と学習規律を
確立する。
②魅力ある授業を実施し、基礎
基本の定着を図る。

①道徳、人権教育の充実を図る。
②学校行事や体験学習を地域との
連携を深め、充実させる。
③いじめの未然防止、早期発見

①体力向上の推進
②基本的生活習慣の確立
③危機回避能力の育成

①家庭・地域との連携充実
②幼小中の連携の推進
③地域の資源活用の推進

教育目標

高い知性、豊かな情操、強い意志のある生徒の育成　
本年度の取組についての評価

確かな学力の向上 豊かな心の育成 健やかな体の育成 地域とともにある学校
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